
す
す
ぐ

富
士
川
源
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
十
一
日
に
広
島
県
沼
田
郡
安
村
大
字
長
楽
寺
（
現
・
広
島
市
安
古
市
町
）
に
生
ま
れ
た
。
父
、
雪
は

同
村
の
医
師
で
、
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
八
月
一
日
に
生
ま
れ
、
十
五
歳
の
と
ぎ
広
島
市
に
出
て
、
芸
藩
医
西
道
寿
の
門
に
入
り
、
傍
ら
頼
聿

庵
に
つ
い
て
、
儒
学
を
学
ん
だ
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
、
二
十
歳
の
と
ぎ
、
師
の
西
道
寿
に
随
っ
て
江
戸
に
赴
き
、
一
年
間
、
霞
ヶ
関
の
芸
藩

藩
邸
に
寄
宿
し
た
が
、
帰
国
の
の
ち
、
長
崎
に
遊
ん
で
、
吉
雄
氏
の
門
に
入
り
、
瘍
科
を
修
め
た
。
吉
雄
氏
は
吉
雄
幸
載
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

富
士
川
雪
が
郷
里
の
安
村
に
帰
っ
た
の
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
後
四
十
余
年
間
、
彼
は
そ
こ
で
医
業
を
行
っ
て
、
一

生
を
す
ご
し
た
。
勝
は
そ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
広
島
市
の
開
成
舎
に
入
っ
て
、
小
学
教
育
を
受
け
た
。
つ
い
で

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
浅
野
学
校
に
入
っ
て
、
中
等
教
育
を
受
け
、
翌
年
、
広
島
県
立
広
島
中
学
校
に
転
じ
た
。
や
が
て
明
治
十
三
年

（
一
八
八
○
）
に
京
都
に
遊
学
し
た
が
、
翌
十
四
年
六
月
、
母
タ
ネ
の
急
逝
に
会
い
、
帰
郷
し
て
、
九
月
、
広
島
県
病
院
附
属
医
学
校
（
の
ち
に

広
島
県
広
島
医
学
校
と
改
称
）
に
入
学
し
た
。
溝
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月
、
こ
の
医
学
校
を
二
十
二
歳
で
卒
業
し
た
が
、
同
窓
生
に
尼

子
四
郎
が
あ
り
、
尼
子
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
交
を
結
ん
だ
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
父
雪
は
明
治
九
年
に
近
隣
の
同
志
を
語
ら
っ
て
、
奨
進
医
会
を
創
立
し
、
同
十
二
年
七
月
に
更
に
こ
の
会
の
規
模
を
拡
張

し
て
、
こ
れ
を
私
立
奨
進
医
会
と
称
し
た
。
こ
の
会
は
医
術
の
進
歩
を
は
か
り
、
ま
た
、
医
者
の
風
紀
を
正
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
溝
も
広
島
医
学
校
に
在
学
中
は
こ
の
会
に
出
席
し
て
、
そ
の
雑
務
に
当
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

富
士
川
勝
と
広
島

富
士

川

英

郎
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瀞
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
春
、
「
黄
金
世
界
」
と
い
う
文
明
批
評
的
な
一
文
を
草
し
て
、
「
芸
備
日
報
」
に
投
稿
し
た
が
、
そ
れ
が

同
紙
の
社
説
に
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
三
月
に
東
京
の
「
中
外
医
事
新
報
」
に
「
生
卵
に
対
す
る
特
異
素
因
」
と
い

う
論
文
を
載
せ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
同
誌
上
で
さ
ら
に
二
回
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
論
争
を
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
瀞
が
広
島
医
学
校
在
学
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
年
秋
（
一
八
八
七
）
、
溝
は
上
京
し
た
。
そ
し
て
明
治
生
命
保
険
会
社
の
保
険
医
と
な
る
と
と
も
に
、
中
外
医
事
新
報
社
に
入
っ

て
、
雑
誌
の
編
集
に
従
っ
た
。
や
が
て
私
立
奨
進
医
会
を
広
島
か
ら
東
京
へ
移
し
て
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
か
ら
「
私
立
奨
進
医

会
雑
誌
」
を
刊
行
し
た
が
、
当
初
、
こ
の
会
の
会
員
は
そ
の
大
半
が
広
島
県
人
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
私
立
奨
進
医
会
は
組
織
を
改
め
拡
大
し
て
、
次
第
に
中
央
の
学
会
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
、
ま
た
、
毎

年
、
三
月
四
日
に
医
家
先
哲
追
薦
会
を
開
催
し
て
、
我
国
の
卓
れ
た
医
家
の
顕
彰
と
、
医
史
の
研
究
を
そ
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
と
し
た
が
、

こ
の
私
立
奨
進
医
会
が
や
が
て
の
ち
の
日
本
医
史
学
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
、
溝
は
呉
秀
三
、
尼
子
四
郎
、
三
宅
良
一
と
と
も
に
、
芸
備
医
学
会
を
創
立
し
た
。
こ
れ
は
芸
備
両
国
の

医
家
先
哲
の
業
績
を
顕
彰
し
、
「
医
家
た
る
も
の
の
人
物
を
養
成
す
る
」
こ
と
を
そ
の
主
な
目
的
と
し
た
会
で
あ
り
、
会
員
は
広
島
県
出
身
の

医
師
た
ち
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
十
日
、
東
京
市
神
田
福
田
亭
に
お
い
て
創
立
会
が
開
催
さ
れ
、
呉
秀
三
が
そ
の
会
長
に
就
任
し
た
。
翌
三
十

年
（
一
八
九
七
）
一
月
六
日
、
広
島
市
に
お
い
て
芸
備
医
学
会
発
会
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
三
月
十
四
日
に
東
京
市
上
野
公
園
不
忍
池
畔
の
長
蛇

亭
に
お
い
て
、
芸
備
医
学
会
第
一
回
総
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
芸
備
医
学
会
本
部
の
組
織
が
完
成
し
た
が
、
明
治
三
十
年
十
一
月
十

二
日
に
岡
山
部
会
、
同
十
一
月
二
十
八
日
に
福
山
部
会
、
十
二
月
一
日
に
広
島
部
会
（
の
ち
に
広
島
医
学
会
と
合
併
）
、
十
二
月
十
八
日
に
京
都
部

亭
に
お
い
て
、
芸
桂

二
日
に
岡
山
部
会
、

会
が
創
立
さ
れ
た
。

芸
備
医
学
会
の
事
業
と
し
て
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
に
機
関
誌
「
芸
備
医
事
」
を
創
刊
し
、
そ
れ
以
後
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
に
至
る
ま
で
、
毎
月
刊
行
し
続
け
た
ほ
か
、
『
三
宅
董
庵
先
生
小
伝
』
（
明
治
四
十
一
年
、
富
士
川
瀞
編
）
、
『
東
洞
全
集
』
（
大
正
七
年
、
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呉
秀
三
・
富
士
川
瀞
選
集
校
定
）
、
『
芸
備
医
志
』
（
昭
和
十
年
、
富
士
川
勝
編
）
等
を
出
版
し
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
、
富
士
川
勝
は
広
島
修
養
院
の
顧
問
と
な
っ
た
。
広
島
修
養
院
は
大
正
六
年
の
春
、
本
派
本
願
寺
の
慈
善
会
財
団
の

経
営
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
広
島
県
代
用
感
化
院
で
、
平
原
唯
順
が
そ
の
院
長
で
あ
っ
た
。
瀞
は
大
正
七
年
か
ら
こ
の
感
化
院
の
顧
問
と
な

り
、
以
後
、
毎
年
定
期
、
も
し
く
は
臨
時
に
、
広
島
に
赴
い
て
、
数
日
間
、
感
化
院
内
に
起
臥
し
た
。
そ
し
て
こ
の
感
化
院
に
収
容
さ
れ
て
い

る
児
童
に
つ
い
て
、
『
異
常
児
童
調
査
』
（
昭
和
二
年
）
、
『
異
常
児
童
性
格
研
究
』
（
昭
和
五
年
）
等
の
報
告
書
を
言
い
た
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
、
漁
は
花
井
卓
蔵
、
秋
山
雅
之
介
、
高
島
平
三
郎
、
下
田
次
郎
、
尼
子
四
郎
ら
と
飽
薇
同
好
社
を
創
立

○

し
、
翌
年
一
月
か
ら
雑
誌
「
飽
薇
」
を
刊
行
し
た
。
「
飽
薇
」
は
勝
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
、
安
芸
国
の
古
字
た
る
「
飽
国
」
と
、
備
前
、
備

○

中
、
備
後
の
三
国
を
併
せ
た
称
呼
で
あ
る
吉
備
の
古
宇
「
黄
薇
」
の
二
つ
を
組
み
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
飽
薇
同
好
社
は
広
島
県
人
の
社
交
ク

お
の
ず
か

ラ
ブ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
学
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
が
自
ら
こ
の
会
と
、
そ
の
機
関
雑
誌
の
性
格

を
規
定
し
た
。
雑
誌
「
飽
薇
」
は
富
士
川
勝
の
責
任
で
編
集
さ
れ
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
、
勝
は
義
弟
の
医
師
石
井
正
人
に
勧
め
て
、
広
島
市
外
五
日
市
町
に
精
神
療
養
所
た
る
「
養
神
館
」
を
建
て
さ
せ
、

そ
れ
を
基
と
し
て
養
神
協
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
協
会
は
「
精
神
衛
生
の
促
進
と
そ
の
普
及
と
を
図
る
」
こ
と
を
以
て
目
的
と
し
て
、
理
事
は

石
井
正
人
、
上
杉
謙
吉
、
富
士
川
瀞
、
阿
部
政
三
、
桐
原
保
見
、
平
原
唯
順
の
六
人
で
、
別
に
沢
原
俊
雄
、
三
宅
鉱
一
が
顧
問
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
会
の
設
立
及
び
事
業
は
海
の
発
意
と
指
導
の
も
と
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
他
に
富
士
川
勝
が
主
宰
し
た
り
、
幹
部
と
し
て
尽
力
し
た
り
し
た
学
会
や
会
合
の
う
ち
、
日
本
児
童
学
会
と
正
信
協
会
は
、
と
も
に

な
お
、
他
に
富
士
川
勝
が
主
宰
？

そ
の
支
部
を
広
島
に
持
っ
て
い
た
。

最
後
に
、
富
士
川
溝
が
親
交
を
結
ん
だ
広
島
県
人
を
挙
げ
れ
ば
、
同
じ
医
者
仲
間
に
、
尼
子
四
郎
、
呉
秀
三
、
呉
建
、
永
井
潜
、
三
宅
良

一
、
上
杉
謙
吉
、
市
川
為
次
郎
、
赤
沢
乾
一
、
小
田
平
義
等
が
あ
る
。

呉
文
聰
は
瀞
が
明
治
二
十
年
秋
、
上
京
し
た
と
き
以
来
、
同
県
人
の
先
輩
と
し
て
種
々
の
世
話
に
預
っ
た
人
で
あ
り
、
親
友
呉
秀
三
と
識
っ
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た
の
も
最
初
は
文
聰
の
紹
介
に
よ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

高
楠
順
次
郎
と
は
と
も
に
正
信
協
会
を
創
立
し
て
、
そ
の
幹
部
と
な
り
、
高
島
平
三
郎
と
は
日
本
児
童
学
会
の
幹
部
と
し
て
、
と
も
に
永

年
、
こ
の
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
法
曹
界
の
花
井
卓
蔵
、
松
井
茂
、
教
育
家
の
下
田
次
郎
、
秋
山
雅
之
介
、
数
学
史
家
の
三
上

義
夫
、
哲
学
者
の
三
枝
博
音
、
仏
教
家
の
常
光
浩
然
等
、
み
な
富
士
川
源
と
親
交
が
あ
っ
た
。

（
東
大
名
誉
教
授
）
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